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□長野県白馬村資料レスキュー参加記

2015年4月26日、長野県白馬村において被災資料のレスキュー作業が行われ、当事務局員である上岡史拓が参加いたしました。今回は、上岡本人から参加記を頂きましたので掲載いたします。ぜひご一読ください。

----------------------------------------------------------------------
　筆者は、平成27年4月26日（日）、長野県白馬村において行なわれた、被災資料のレスキュー作業に参加しました。この資料レスキューは、昨年11月22日に発生した長野県北部地震で被災した歴史資料を救出することを目的としたもので、雪解けとともに土蔵等の解体作業が本格化してきている現状を踏まえ、かなり緊急性の高いものとなりました。当日は、長野県内外から約20名のボランティアが集まり、作業を行いました。以下、筆者の関わった作業の内容を中心に、作業の概要を報告するとともに、所感を述べていきたいと思います。
　当日は午前10時に集合し、班ごとに分かれて作業を開始しました。作業開始直後は、土蔵からの資料レスキュー班と、建築分野の専門家による建物の調査班に分かれて作業を行い、途中からは資料レスキュー班が、一時保管場所への資料の搬入および概要調査担当の班と、被害が大きかった地区の巡回班とに分かれて活動しました。筆者は、午前中は土蔵内からの資料の運び出しに、午後は巡回に従事しました。
　土蔵からの資料の搬出は、本来であれば現状を丁寧に記録し、現秩序に従って資料の整理ができるように努めなければならないところですが、今回の作業では時間の制約から、取り出しの一部を写真撮影によって記録するのみに留めて行いました。資料群の復元には現秩序の情報は重要となりますが、そういった過程のことまで考えているほどの余裕もなく、また取り出す資料も優先順位をつけて選別を行わなければなりませんでした。時間との戦いの中で、残念ながら悉皆的に資料を救い出すことはできませんでしたが、文書資料・民具ともに多くのものを救い出すことができました。
　被害の大きかった地区の巡回では、被災状況の確認をしながら一軒一軒のお宅を訪ね、事前に作成したチラシを配り、その家で古文書を持っていないか、または隣近所で持っているお宅はないか、といった情報の聞き取りを行いました。情報収集を行い、今後の作業計画の立案に生かすことが最大の目的でありましたが、なかには全壊を免れ、かろうじて上がることができる母屋に保管されていた古文書をお預かりできた事例もありました。
　筆者自身、これほど緊急性の高いレスキュー作業や、被災地の巡回に参加するのは初めての経験で、考える所がとても多かったように思います。その中でも特に、強い揺れによって大きなダメージを受け、立ち入り禁止の紙が貼ってある住居が並び、また完全に潰れてしまい手の付けられない土蔵が目の前に存在する光景には強い衝撃を受けました。それと同時に、そうした集落は現在もぬけの殻となっており、このままでは歴史資料の消失だけでなく、コミュニティーの崩壊も起こりかねないことから、こうした被災地の復興は早急に取り組まなければならないと強く感じました。
　最後に、今回および前後でのレスキュー作業において救い出された資料の整理について、若干愚見を述べたいと思います。一時保管場所に運び出すことができた資料は、所蔵者に返却するにせよ、村や研究機関などへの寄託になるにせよ、きちんと保全の処置を施したうえで、整理をして目録を作成しなくてはなりません。今回、筆者が現地で活動するなかで感じたのは、資料のレスキュー作業段階が終わり、整理段階に入った時に、果たして活動が成り立つのだろうか、という不安です。
　白馬村は、ご承知の通り都市部から遠く離れ、また交通の便が悪いという立地条件から、人が集まりにくいところです。筆者も含めた今回のレスキュー作業の参加者の多くが、長野市や松本市など都市部に前泊し、さらにそこから1～2時間かけて現地に入りました。そのため、移動時間ばかりがかかり、実質的な活動時間がかなり制限されてしまいました。今後、資料の整理段階においてはそうした点を踏まえ、集中整理の形をとり、時間のロスを減らして作業を行うべきであると思います。そのためには、レスキュー作業だけでなく、活動をリードする団体の組織作りや、活動資金の確保も最優先で取り組まなければならない課題です。
　長野県北部地震は大きな揺れを記録し、地震直後には大きなニュースとなりました。しかし、被災地域が限定され、人的被害も皆無であったことから、現在では話題に上ることがなくなり、多くの人々から忘れられてしまっています。ですが、現地には未だに、倒壊した土蔵や、今にも倒れてしまいそうな住宅が数多く残っています。そして、そうした建物で保管されていた歴史資料が、建物の解体・撤去に伴い失われつつあるのが現状です。　　　
　現地の筆舌に尽くせない状況を目の当たりにして、是非とも多くの方に現状を知っていただきたく、このような形でご報告をさせていただきました。今後、白馬村の歴史資料の救済・保存に対しては、多くの支援が必要不可欠です。会員の皆様には、これからもご支援・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
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